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Today, Japanese crafts are evaluated from the world. And the traditional technology and the product design 
that young designers cooperate to produce are also evaluated from the world too. In this paper, I produce 
hand-made jigs based on traditional beauty of the Jomon period in japan. And I design the jig to be the master 
assuming the chair production with aim of creating new shaping.   
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１． 緒論 
（１）背景 
2017年現在、再度日本の工芸品が世界で注目を浴びて
いる。かつて、日本は江戸期から明治期にかけて国家の
殖産興業の活性化を目指し、パリ万博（1867年）やウィ
ーン万博（1873年）などにおいて多くの工芸品を出展し、
数々の超絶技巧と呼ばれるほどの工芸品の粋を、ヨーロ
ッパを中心とする先進諸外国に向けて示すことで非常に
高い評価を受けた。その技術は戦後、政府主導による地
場産業というかたちで受け継がれたが、第二次大戦時の
爆撃被害による技術の消失や生活様式の変化による職人
の減少などから伝統を継承することが難しくなってきて
おり、今日に至っている。 
しかし現在、衰退に向かう伝統工芸に新たな潮流が生
まれようとしている。それは、伝統工芸に携わる若い経
営者及びデザイナーによる工芸という手作業を活かした
実験的デザイン開発である。具体例として富山県高岡市
の鋳物メーカー「能作 1)」の錫を用いたテーブルウェア
をはじめとする作品群が挙げられる。作品に見られる長
い間培ってきた伝統的工法と新たな造形製作視点の融合
は、手作業でしか生みだすことの出来ない新たな造形と
これに伴う新たな技術をもたらしている。 
故に、新たな生産技術の発展は上記の様な若いデザイ
ナーの想像力によって見出されるものであり、今日の生
産マシンの活用のみでは生みだすことの出来ない新たな
造形を実現させるべく、新たな視点による制作工具（治
具）の開発が進められている現状がある。 
 
（２）目的 
本研究ではこれらの背景を鑑み、手作りに回帰するこ
とで手から生まれる新たな造形の創出を試みるものとす
る。よって研究の主軸となる新たな視点による治具の開
発を研究目標に掲げ、手作業にしかできない造形の創出
を目指す。 
（３）設計コンセプト 
伝統とその新たな視点を示すに当たり、戦後 1950年代
の日本における伝統論争について触れる。この論争は日
本が欧米化の波にもまれる中、現代と伝統の関係性につ
いて様々な見解を示し、「縄文的なるもの」「弥生的な
るもの」という二大構図によって日本の伝統美を区別し
た論考である。後者の弥生的伝統美とは今日、世界に評
価されている簡素で洗練された美が属する側面であるが、
哲学者谷川徹三はもう一方の側面である縄文的伝統美に
見られる特徴につて”呪術的な意味合いが込められてい
る”あるいは”空間を何かで埋めてしまおうとする原始的
装飾本能”であると述べており 2)、この呪術的作業による
装飾的行為は先に述べた弥生的伝統美に相対するもので
あるといえる。また、この呪術的作業に関し、結ぶ、編
む、撚るといった繊維から成る連続的行為がもたらす制
作物は全世界的に呪術的精神性の高いものとされる 3)こ
とから繊維として認められる素材を基本とした制作を行
うものとする。 
よって本研究では連続的作業による繊維構造体の制作
を主軸に、新たな視点として縄文的伝統美を採用した造
形創出を設計コンセプトとし、まずその造形創出のマス
ターとなる治具の開発を行い、具体的な応用例として座
面高さ 420mm の椅子を想定した治具の設計及び制作を
行うこととする。なお本研究は造形の創出を目的とする
ことから強度実験は行わないこととする。 
 
２． プロトタイプ制作 
（１）プロトタイプ制作製作概要 
設計コンセプトに基づき繊維構造体のプロトタイプ制
作を行う。プロトタイプ制作 1,2 では素材及び基本構造
の選定、プロトタイプ制作 3では椅子製作を想定した構
造のプロトタイプを制作する。 
（２）プロトタイプ制作 1 
a）制作目的 
繊維となる素材及び連続させる基本加工の決定を目的
とする。 
b）制作概要 
麻、絹、ポリプロピレン、金属の繊維素材を用いて結
び、撚り等の接続手法による繊維構造体のプロトタイプ
を制作する。図 1に制作したプロトタイプの一部を示す。 
 
 
図 1 素材決定のためのプロトタイプ 
 
c）制作結果 
構造体として最も強度が確認できた金属線による図 2
の撚り加工による繊維構造を採用する。撚り加工は 3本
一組で行い、回転軸を一辺が 25mmの三角格子上に等間
隔で配置、回転数は繊維の連続性を考慮し 2±1/6もしく
は 3±1/6回とする。 
 
 
図 2 採用した構造モデル 
（３）プロトタイプ制作 2 
a）制作目的 
プロトタイプ制作 1によって導き出した基本構造を参
考に、複数種類の金属によってその一部を再現し、最適
な金属の材種を決定することを目的とする。 
b）制作概要 
ステンレス線（SUS304）、なまし鉄線、亜鉛メッキ
鉄線、PVC被覆鉄線（白、黒、緑）、銅線、アルミニウ
ム線の各種金属線から径 9.0mm、1.2mm、1.6mm、
2.0mm、2.6mm の線を用いて撚り加工による構造の一
部を制作し適した材種を選出する。制作したプロトタイ
プの一部を図 3に示す。 
 
 
図 3 素材プロトタイプの一部 
 
c）制作結果 
加工のしやすさより鉄線を選出し、表面処理として
光沢が落ち着き、線が最も強調される裸のなまし鉄線
を採用、また、強度が確認できた中で最も細い径であ
る 1.6mmの線を採用した。採用した 1.6mmのなまし
鉄線を図 4に示す。 
 
 
図 4 なまし鉄線（径 1.6mm） 
 
（４）プロトタイプ制作 3 
a）制作目的 
椅子製作のための治具実現を目的として、プロトタイ
プ制作 1,2 より導いた素材と基本構造を基に座面高さ
420mm に近似させる為の細部寸法の調整及び決定作業
を行う。 
b）制作概要 
プロトタイプ制作 1,2 に伴う治具の制作により、撚り
加工一回につき図 5の Cに相当する長さを要することが
判明した。またプロトタイプ制作 1より撚り形状変化の
周期が撚り加工 3回であることから座面高さを 4周期分
の Hと設定したとき、H=420mmに最も近似する A及び
Bの寸法を決定する。よって、プロトタイプ制作 3では
A,B,Cの寸法並びに B部分の撚り回転数を算出し導いた
A,B,C 各寸法の理想値とプロトタイプ制作によって現れ
た実際の数値を比較し、確認する作業を行う。 
座面の高さが 420mmであるとき、H=12A+11B+1つま
り 11(A+B)≒420となる必要があることから A+B＝37と
設定し、理想値である A,B,Cの各寸法の組み合わせ（表
1）を基にプロトタイプ制作を行う。制作したプロトタイ
プの一部を図 6に、それらより計測した実際の数値を表
2に示す。 
 
 
図 5 撚り加工寸法 A,B,C及び座面高さ H 
 
 
図 6 構造プロトタイプ 
 
表 1 理想値（単位：mm） 
A 28 27 26 25 24 23 22 
B 9 10 11 12 13 14 15 
C 46 47 48 49 50 51 52 
 
表 2 実際値（単位：mm） 
 C 50 51 52 53 
2+1/6 
回転 
A 15 14 16 16.5 
B 20 23 20 20 
3-1/6 
回転 
A 13 12 13 14 
B 24 27 26 25 
c）制作結果 
表 1,2 より理想値と計測値を参照し、最も理想値に近
似した撚り回転数 3-1/6 回の A=24,B=13,C=50 を導いた。
この寸法を反映させた構造プロトタイプを図 7に示す。 
 
 
図 7 寸法を反映させた構造プロトタイプ 
 
（５）椅子製作のための治具プロトタイプ 
プロトタイプ制作 1,2,3を通して、撚り加工に必要とな
る治具計 6種類（末端加工治具、土台、棒状治具 A、棒
状治具 B、回転軸固定治具、回転治具）の存在を確認す
ることができた。図 8にプロトタイプ制作 1,2,3において
用いた治具プロトタイプの一部を示す。 
 
 
図 8 治具プロトタイプ 
 
３． 椅子製作のための治具制作 
（１）制作目的 
制作想定物が椅子であることから、実際に使用するこ
とにより、設定した座面寸法 420mmの繊維構造体が制作
できる治具の実現を目的とする。 
（２）制作概要 
椅子製作のための治具プロトタイプより導き出された
寸法を参考に図面を作成し、その図面を基に椅子製作の
ための治具を制作する。 
（３）図面作成 
プロトタイプ制作 1,2,3 より導き出した繊維構造の寸
法及び治具プロトタイプの寸法を参考として、椅子製作
のための治具、計 6種類（末端加工治具、土台、棒状治
具 A、棒状治具 B、回転軸固定治具、回転治具）の図面
を作成する。 
a）末端加工治具 
土台に配列させる基本となる金属線 3本一組の部材を
制作するための治具。回転軸固定治具と回転治具を併用
して使用する。図 7にその図面を示す。 
 
 
図 7 末端加工治具図面 
 
b）土台 
末端を固定するための土台となる治具。末端加工治具
により撚り合わせた金属線 3本一組の部材を三角格子上
に配列し固定する。図 8にその図面を示す。 
 
 
図 8 土台図面 
 
c）棒状治具 A 
土台に固定された部材に挿入するスペーサ―の役割
を果たすと同時に、2 段目以降の撚り加工の回転軸を
確保する。図 9にその図面を示す。 
 
 
図 9 棒状治具 A図面 
 
d）棒状治具 B 
棒状治具 A同様のスペーサ―の役割を果たす。棒状治
具 A と併用し、二段目以降の部材の変形を防ぐ。図 10
にその図面を示す。 
 
 
図 10 棒状治具 B図面 
 
e）回転軸固定治具 
土台及び棒状治具Aに接続し撚り加工の回転軸を固
定するための治具。図 11にその図面を示す。 
 
 
図 11 回転軸固定治具図面 
 
f）回転治具 
回転治具固定治具に接続し金属線に撚り加工を行う
ための治具。図 12にその図面を示す。 
 
 
図 12 回転治具図面 
 
 
 
（４）治具制作 
作成した図面を基に木材及びアクリルパイプを用いて
椅子製作のための治具計 6 種を制作する。図
13,14,15,16,17,18にその治具を示す。 
 
 
図 13 末端加工治具 
 
 
図 14 土台 
 
 
図 15 棒状治具 A  
 
 
図 16 棒状治具 B 
 
図 17 回転軸固定治具 
 
 
図 18 回転治具 
 
（５）治具使用 
制作した治具を用いて本体の撚り加工を行う。使用時
の様子の一部を図 19,20に示す。 
 
 
図 19撚り加工の様子 
 
 
図 20 棒状治具 Aと回転軸固定治具の接続部 
 
４． 製作想定物 
（１）椅子の外形寸法 
椅子製作のための治具を用いることで生み出される椅
子は座面寸法 400×350、座面高さ 420mm の六角柱とな
った。図 21に椅子の外形寸法を示す。 
 
 
図 21 外形寸法 
 
（２）完成イメージ 
制作した椅子製作のための治具を実際に用いて製作さ
れる椅子の完成イメージを図 22に示す。 
 
 
図 22 完成イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５． 展望 
本研究では治具の制作が手作業の持つ新たな造形の創
出に強い関係性を有するものと捉え、制作想定品である
椅子製作のための治具を制作した。しかし本研究におけ
る治具は椅子に特化したものではなく、あくまで新たな
造形を創出するためのマスターとして位置付けており、
寸法の設定や素材などを変更することが可能である。ま
た、自動化に向けた開発を行う際には設計の指針ともな
り得ることから他分野への応用の可能性を有していると
いえる。今後の課題として、使用性などが求められる分
野等への応用の場合は強度実験等のさらなる分析を行う
必要があるだろう。 
 
６． 総括 
本研究では今日における最先端の製造技術ではなく手
作業による新たな造形の創出を図った。また伝統につい
て新たな視点を取り入れることで地域性創出を目的とし
た実験的デザインを行い治具の制作により手作業による
ものづくりの精神性が持つ重要性に触れた。手作業は先
に述べた様に機械には生みだせない造形を創出する力を
秘めており、その手作業による実験的試みは製品デザイ
ンにおいて生産技術を発展させる契機となり得ることは
言うまでもない。今後、あらゆる国々で個々の感性より
生まれた実験的デザインによって、各国の伝統が見直さ
れ、後世へと継承されるとともに、技術そして製品デザ
インの可能性が広がることを期待する。 
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